
　資料2-3　評価項目等の階層構造
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【対応表】

【評価項目・要素・観点の階層構造の具体例（全学テーマ別評価「教養教育」－パターン②）】

評価項目 観点（例）

教育課程を編成するための組織

教養教育を担当する教員体制

教養教育の実施組織に関する状況 教養教育の実施を補助，支援する体制

教養教育を検討するための組織

実施体制 目的及び目標の周知・公表に関する状況 目的及び目標の趣旨の教職員，学生における周知

目的及び目標の趣旨の学外者への公表

教養教育の改善のための取組状況 学生による授業評価

ファカルティ・ディベロップメント

取組状況や問題点を把握するシステム

問題点を改善に結びつけるシステム

教育課程の編成の内容的な体系性

教育課程の編成に関する状況 教育課程の編成の実施形態（年次配当等）の体系性

教育課程の編成 教養教育と専門教育の関係

授業科目の内容に関する状況 授業科目と教育課程の一貫性

授業形態（講義，演習など）

学力に即した対応

授業形態及び学習指導方法等に関する取組状況 学習指導法

シラバスの内容と使用法

授業に必要な施設・設備

教育方法 学習環境（施設・設備等）に関する取組状況 自主学習のための施設・設備

学習に必要な図書，資料

IT学習環境

成績評価法に関する取組状況 成績評価の一貫性

成績評価の厳格性

学生の履修状況

学生による授業評価結果

教育の効果 専門教育実施担当教員の判断

専門教育履修段階の学生の判断

卒業生の判断

履修状況や学生による授業評価結果から
判断した教育の実績や効果の状況

専門教育履修段階や卒業後の状況等から
判断した教育の実績や効果の状況

要素

パターン 対応する評価区分 

① 
全学テーマ別評価「教育サービス面における社会貢献」（平成 12 年度着手） 

分野別教育評価「医学系（医学）」「理学系」（平成 12 年度着手） 

分野別研究評価「医学系（医学）」「理学系」（平成 12 年度着手） 

② 

全学テーマ別評価「教養教育」（平成 12 年度着手継続分） 

分野別教育評価「法学系」「教育学系」「工学系」（平成 13 年度着手） 

       「人文学系」「経済学系」「農学系」（平成 14 年度着手） 

分野別研究評価「法学系」「教育学系」「工学系」（平成 13 年度着手） 

       「人文学系」「経済学系」「農学系」（平成 14 年度着手） 

分野別教育・研究評価「総合科学」（平成 14 年度着手） 

③ 全学テーマ別評価「研究活動面における社会との連携及び協力」（平成 13 年度着手） 

④ 全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」（平成 14 年度着手） 

 


